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第３２軍司令部壕展示施設基本計画検討委員会（第６回） 

議事概要 

 

１ 日時：令和７年 12月 25 日（木）14:00～16:00 

２ 場所：沖縄県立芸術大学芸術文化研究所３階小講堂 

３ 出席者： 

沖縄戦研究分野 吉川 由紀 沖縄国際大学非常勤講師 

展示施設等分野 山本 正昭 沖縄県博物館・美術館 主任学芸員 

〃 鈴木 悠 那覇市歴史博物館 主任学芸員 

 〃 仲本 和彦 沖縄県公文書館指定管理者 

（公財）沖縄県文化芸術振興会 

公文書管理課 収集保存班 主幹 

 〃 平良 次子 対馬丸記念会対馬丸記念館 館長 

平和ガイド・平和学習分野 大田 光 一中戦没学徒資料室 解説員 

 〃 玉城 直美 株式会社うなぁ 代表 

ＤＸによる情報発信分野 川端 卓 SCSK（株）ビジネスデザイングループ 

地域共創事業開発部長 

建築工学分野 小倉 暢之 琉球大学名誉教授 

 〃 清水 肇 琉球大学工学部工学科建築学コース教授 

 

４ 出席事務局 

〇沖縄県 

沖縄県知事公室地域外交統括監 

知事公室平和・地域外交推進課 

生活福祉部保護・援護課 

土木建築部都市公園課 

土木建築部施設建築課 

土木建築部首里城復興課 

文化観光スポーツ部観光政策課 

文化観光スポーツ部観光振興課 

教育庁文化財課 

教育庁県立学校教育課 

〇那覇市 

総務部平和交流・男女参画課 

経済観光部観光課 
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５ 議題 

 １ 開会 

 ２ 第１回・第２回展示施設住民説明会の報告について 

～ 次第２に係る質疑応答 ～ 

 ３ 第５坑道への立坑等の接続計画箇所の整理 

～ 次第３に係る質疑応答 ～ 

 ４ 今後の進め方について 

～ 次第４に係る質疑応答 ～ 

 ５ 閉会（事務連絡） 

 

６ 議事内容 

（１）質疑応答（議事次第（２）第１回・第２回展示施設住民説明会の報告について） 

【基本計画の見直しの方向性について】 

〇仲本委員（展示施設等） 

住民説明会の結果を受けて、今まで議論してきた施設配置計画や展示計画の内

容が大きく変わる可能性はあるのか。 

 

〇沖縄県（事務局） 

基本計画の内容については、今後、計画の見直しも視野に入れながら、住民と

の意見交換を行った上で、検討を進める予定である。 

 

【関連委員会との連携について】 

〇清水委員（建築工学） 

交通渋滞への懸念に対する説明について、首里地区の首里杜まちづくり推進協

議会等の関連委員会との連携の進め方について考えはあるか。 

 

〇沖縄県（事務局） 

交通渋滞への対応については、首里杜まちづくり推進協議会で議論していると

ころで、首里城正殿の完成後も含めて、継続して連携していく予定である。 

 

【基本計画策定の進め方について】 

〇玉城委員（平和ガイド・平和学習） 

本展示施設の基本計画について、住民に対して予算の規模感を説明しておら

ず、計画に対して住民の理解が得られていない等の課題がある中で、検討委員会

や本展示施設の整備計画を進めていくのは望ましくない。住民に沖縄県想定の予

算を説明した上で、住民の理解が得られる現実的な計画を検討すべきだ。 
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〇小倉委員（建築工学） 

検討委員会と住民説明会では役割が異なる。検討委員会は専門的意見を集約し

て方向性を示し、事務局はその結果を住民に向けて丁寧な説明を行い、双方向で

の意見交換を行う必要がある。 

 

〇沖縄県（事務局） 

本展示施設の基本計画を進めるにあたり、住民への説明不足を認識し、住民説

明会を重ねて丁寧に取り組んでいきたい。 

 

【住民に対する整備計画の説明について】 

〇平良委員（展示施設等） 

1 点目、住民説明会について、これまで積み重ねてきた議論内容を、もう少し

丁寧に説明することで住民の不安や疑問を解消できたのではないかと考える。住

民との意見交換を重ねていきながら、住民意見を活かした整備を行っていく方

が、悔いのない素晴らしい施設が整備できるのではないか。 

2 点目、見学者によるいたずらに対する不安の意見については、必ずガイド同

伴で入壕するといった対策を徹底すればよいのではないか。 

 

【監修委員会の設置について】 

〇清水委員（建築工学） 

展示内容については、検討委員会では大きな方向性で留め、詳細な内容につい

ては監修委員会を組織するとのことだが、監修委員会はどのような趣旨で検討を

進めるのか、考えはあるか。 

 

〇沖縄県（事務局） 

監修委員会は、展示物の内容や説明について、史実に基づいて検討していくた

めに設置したいと考えている。 
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【展示施設整備の方向性について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

1 点目、第 5坑口は第 32 軍首脳が敗走を始めた地点であり、南部一帯の住民犠

牲を視野に入れた沖縄戦学習をするためにも重要な場所であるので、この付近を

本展示施設の建設候補地とするのは現時点では最適だと考える。しかし、住民生

活を脅かすものになっては本末転倒であり、そこを十分保証できる計画にする必

要がある。 

2 点目、2ページ（1）「公開坑道」、5ページ（11）「下の駐車場」は何を指して

いるのか。 

 

〇沖縄県（事務局） 

「公開坑道」は、首里杜館、第 1坑口・第 2・第 3坑道のあたりから第 5坑道

にかけて、もう 1本トンネルを掘り、第 1坑道、第 2・第 5 坑道に向けてアクセ

ス路を接続し、坑道の内部を見せる展示のことを示している。 

「下の駐車場」は、展示施設の一般車用駐車場を示している。 

 

【展示施設建設候補地の説明について】 

〇山本委員（展示施設等） 

本展示施設の建設候補地の検討経緯を住民に説明するにあたり、第 1坑口周辺

は第３２軍司令部壕だけでなく、そのほかの既存の文化財があり、文化財保護法

の観点から設置が困難であったため、第 5坑道付近に展示施設を整備することに

なった点を住民に説明すれば、より理解いただけると感じた。 

また、第 1坑口付近は、世界遺産のバッファーゾーンとして、景観上の配慮も

問題になっている点も説明が必要と考える。 

 

〇沖縄県（事務局） 

ご指摘の通り、第 1坑口付近は国や県の指定史跡の範囲であり、文化財保護法

や県の条例から、史跡に指定されている目的以外での改変行為が難しい状況であ

る。 
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〇鈴木委員（展示施設等） 

1 点目、文化財保護法の話が出たが、確かに史跡の範囲内にガイダンス施設は

原則設けずに、指定範囲から外れた箇所に設けることが一般的である。そのた

め、首里城周辺というのは条件的に難しいと感じた。 

2 点目、展示施設の面積を縮小し、事務局や検討委員会での議論を重ねて決定

した展示内容を大幅に削減することは住民の意見にも沿わないため、第 5坑道付

近に整備する理由を住民に丁寧に説明した上で、検討委員会での議論を進めてい

く必要がある。 

 

〇川端委員（ＤＸによる情報発信） 

第３２軍司令部壕保存・公開基本計画の策定時は、展示施設建設候補地の検討

において、住民とのコミュニケーションが不足していたと感じる。住民意見や専

門的知見を踏まえて、第 5坑道付近に展示施設を整備する意義を住民に説明し、

デジタル活用で展示スペースの問題を解決しながら、責任を持って住民との対話

を深めていきたいと考える。 

 

〇大田委員（平和ガイド・平和学習） 

第３２軍司令部壕の公開は軍隊目線になりやすく、沖縄戦の実態を住民目線で

伝えるには、展示施設で補完する必要がある。そのためには、展示施設の位置は

第 5坑道付近が最適であり、壕と展示施設をセットで考える重要性を住民に丁寧

に説明が必要と考える。 

 

〇小倉委員（建築工学） 

各委員の意見を踏まえ、第 5坑道付近に展示施設を作る意義、理由を検討委員

会で深めて、住民説明会でしっかりとフィードバックすることが必要と感じた。 

今後も検討委員会で、展示内容等について慎重に検討していく点や、監修委員

会の設置について、その内容、方向性等を深めていく必要性が、今日の議論の中

で非常によく伺うことができた。 

 

【第 5坑道以外での展示施設整備について】 

〇清水委員（建築工学） 

第 5坑道は、展示施設の中心となる重要な場所であるが、展示施設がすぐに整

備できない場合、他の坑道の意義も踏まえつつ、他の坑道での仮設展示の可能性

について、入館人数や駐車場など受け入れ条件を周辺環境と合わせて検討する必

要がある。 
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（２）質疑応答（議事次第（３）第５坑道への立坑等の接続計画箇所の整理） 

【第 5坑道内部の高さについて】 

〇鈴木委員（展示施設等） 

第 5坑道内部の高さについて、公開時には遺構面を保護するため、遺構の深さ

までは下げられないと思われるが、どの程度の高さを確保できるのか。 

 

〇沖縄県（事務局） 

第 5坑道内部で確保できる高さは、発掘調査を行わないことには言及が難し

い。今後は、当時の床面を露出させて保存を行った上で公開する段取りになる。 

 

【第 5坑道の風化状況の確認について】 

〇山本委員（展示施設等） 

第 5坑道内部について、遺構に亀裂が入っているところが多々見られる。横坑

の掘削にあたり、風化の進んでいる遺構部分に影響が及ぶことが想定されるた

め、風化状況の確認も行う必要がある。 

 

〇沖縄県（事務局） 

発掘調査や横坑掘削にあたっては、亀裂部分や風化状況の確認を行い、残存し

ている遺構に影響を及ぼさない工法の検討を進めていく。 

 

【第 5坑道の風化対策について】 

〇玉城委員（平和ガイド・平和学習） 

沖縄陸軍病院南風原壕では、公開における風化に対して、細心の注意を払い、

壕内に入る人数を制限しながら展示を行っていた。第 5坑道の公開にあたり、模

範となる県内事例を踏まえ、風化の対策について考えはあるか。 

 

〇沖縄県（事務局） 

第 5坑道の風化対策について、坑口に建屋を建設し、坑道内と外部を仕切るこ

とで、なるべく外気に触れない形を検討している。それ以外の対策についても、

専門家の意見も確認しながら、より風化を抑制できる保存対策を検討していく。 

 

【第 5坑道公開後の環境変化について】 

〇山本委員（展示施設等） 

第 5坑道の風化については、空気だけでなく、立坑と横坑の接続による温度・

湿度変化や地下水脈への影響も考えられる。第 5坑道全体の環境変化を見据え

て、その経過を記録しておくべきだと考える。 



7 

 

（３）質疑応答（議事次第（４）今後の進め方について） 

【展示施設の来館者数について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

本展示施設の来館者数の推計について、住民への説明に向けて、首里城復興後

の首里城公園の入園者数、そのうち何割が展示施設や第 5坑口の見学に訪れるの

か、シミュレーションが必要と考える。 

 

〇平良委員（展示施設等） 

本展示施設の来館者数を現時点で予測することは難しいのではないか。まずは

本展示施設の整備目的を明確にし、目的を満たすことができる施設を整理したう

えで、今後の利用に見合う整備を行うことが望ましいと考える。 

 

〇沖縄県（事務局） 

本展示施設の来館者数の想定は、類似施設の実績や観光目的データをもとに推

計している。学校団体や一般来館者に向けて、来館の促進を図りつつ、入館予約

制や段階的受け入れ等の導入について、住民と意見交換をしながら検討を進め

る。 

 

〇平良委員（展示施設等） 

第 5坑口の見学は基本予約制としつつ、飛び込みにも柔軟に対応すると来館者

も安心するのではないか。県内からの来館者は、県外の予約が少ない時期に来て

いただく等、来館者数を平準化することも考えられる。 

 

【展示施設の整備スケジュールについて】 

〇玉城委員（平和ガイド・平和学習） 

住民の生活圏内にある特性を踏まえ、計画ありきで急がず丁寧な対話を重視す

べきではないか。説明会での意見に向き合い、看板設置など今すぐできる施策を

進めつつ、住民の多様な意見を反映して「育まれる施設」を目指すことが重要で

あると考える。 

 

〇山本委員（展示施設等） 

施設の開設時期について令和 11 年度から令和 14年度に変更予定とあるが、開

設の時期については決定事項なのか。 
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〇沖縄県（事務局） 

全体のスケジュールの見直しを事務局で行っているが、段階的な整備を行う場

合 3年程度開設時期が延びるのではないかと考えている。スケジュールに関して

は次回の検討委員会での説明を予定している。 

 

【検討委員会の議題について】 

〇川端委員（ＤＸによる情報発信） 

1 点目、検討委員会では展示施設の議論が、展示内容や渋滞問題など別の課題

に広がる傾向がある。今後の進め方として、検討委員会で何を議論するかを明確

化し、住民も含めて共通認識を持つ必要がある。検討委員会では、現段階での整

備の方向性を示すことが重要ではないか。 

2 点目、首里杜まちづくり推進協議会等、関連委員会との連携についても進め

方に表現した方が住民に納得していただけるのではないか。 

3 点目、前回の住民説明会では、開催時間をオーバーしていたので、時間の延

長などを検討してはどうか。 

 

〇沖縄県（事務局） 

1 点目、検討委員会の目的は、それぞれの専門分野の委員からご意見をいただ

くことであり、事務局では各委員が安心して議論いただけるように、住民としっ

かり対話していくことが重要であると考えている。 

2 点目、首里杜まちづくり推進協議会との連携については、整備スケジュール

に表現する方向で整理する。 

3 点目、住民説明会の開催時間についても、しっかりと住民と対話できるよう

開催時間を再考する。 

補足として、本展示施設の整備、坑道の公開や安全性の検討の進め方につい

て、住民や若年層の意見をワークショップで取り入れる等、ソフト面の取組と合

わせて進める必要があると考えている。 

 

【展示内容の議論について】 

〇仲本委員（展示施設等） 

1 点目、検討委員会と監修委員会の役割分担について、例えば軍服を展示する

べきなのかなど、検討委員会では議論しきれていない内容もあり、議論を深める

必要があると考える。 

2 点目、前回の検討委員会では、各委員から事前に聴取した意見を提示された

うえで議論を行ったが、住民説明会を踏まえた素案の修正に関しても、同じプロ

セスを踏めば議論の漏れが防げるのではないか。 
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〇沖縄県（事務局） 

1 点目、軍服等の実物については補完的な資料として収集を行うことを基本計

画で整理しており、具体的な展示内容は次年度以降に検討を行う予定である。 

2 点目、住民説明会を踏まえた素案の修正に関しては、今後、住民説明会の意

見を反映した計画素案をとりまとめ、改めて委員の皆様に意見照会を行いたいと

と考えている。 

 

【今後の検討方針について】 

〇清水委員（展示施設等） 

1 点目、本展示施設の規模については、学習の場としてふさわしいキャパシテ

ィ及び来館者数のコントロール方法を検討されたい。 

2 点目、立坑と坑道の接続可能性について検討段階である中、基本計画を作成

していることについては、住民にも理解していただけるように、きちんと説明し

ていく必要がある。 

3 点目、本展示施設の開設まで長期にわたるが、重要なプロジェクトのため、

事務局の体制は継続性をもって取り組めるよう検討が必要と考える。また、首里

杜まちづくり推進協議会についても、正殿の復元で一区切りとならないように、

継続性のある取り組みの検討が必要であると考えている。 

 

 

 

令和７年 12 月 25 日 

知事公室 平和・地域外交推進課 


